
 

 

■はじめに 

梅雨期は、病気が発生しやすく、農薬散布機の使用頻度が増す季節でもあります。

機械・器具・装置などの取扱説明書は、いつでも確認できるようにしておくことや 

使用前に点検を行い、異常がないことを確認してから使用することが大切です。 

さらに、点検や清掃の記録を残しておくことも GAP実践のポイントです。 

 

■ニュース 農薬危害防止運動（6～8月）が始まりました！ 

今年度のテーマは、「守ろう 農薬ラベル、確かめよう 周囲の状況」です。 

<農薬保管のポイント> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施錠 

非吸湿性の素材 

粉剤・粒剤は上段 

液剤は下段 

漏出防止対策（トレー等） 

専用の倉庫か頑丈なキャビネット 

冷涼で乾燥した場所 

明るさ、通気性を確保 

他空容器への

移し替え厳禁 

表示 

毒物・劇物と普通物

は区別して保管 

清

掃
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密閉・密封 

吸着剤の準備（砂、布等） 

表示 



■ＧＡＰでの重要な視点（食品安全・環境保全・労働安全） 

○在庫記録表の作成と定期的な実地棚卸（現物と記録の照合）の実施 

⇒余剰在庫、期限切れ農薬の削減、盗難、記録ミス等の早期発見につながります。 

 

○農薬取扱手順書の作成と見やすい場所への掲示 

⇒農薬保管庫近くの見やすい場所に掲示し、農場関係者に周知しましょう。 

 

■ＧＡＰ関連補助事業の紹介 

補助事業の詳細は、岐阜県ホームページに掲載の実施要領をご確認ください。 

下記「QRコード」もしくは「ぎふ清流 GAP」で検索 

岐阜県のGAPに関する情報のトップページから「農業者への支援」をクリック 

申請に関する相談は、最寄りの農林事務所までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GAPチャレンジ推進事業 

GAPを実践するために必要な環境整備に対する支援 

【補助対象】GAPの実践に必要な施設改修、備品購入、残留農薬検査、水質検査 

【補助率】1/2以内、条件整備支援：上限額 100万円 

 

国際水準GAP認証取得支援事業 

農業者等が新規に国際水準GAP認証の取得に必要な認証審査に対する支援 

【補助対象】GAP認証取得に必要な認証審査の受審に要する経費 

【補助率】1/2以内 

 

グッドな農業を目指す GAP推進 PR事業 

ぎふ清流GAPを PRする資材等を制作するための経費を補助 

【補助対象】ロゴマークシール、包装資材版代、のぼり、チラシ、看板等 

【補助率】1/３以内、上限額は事業内容に応じて要領に記載 

 


